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 要 旨 

 

目的： 中国人における適度な飲酒と心血管疾患（CVD）、特に冠動脈疾患（CAD）との因果関係に

ついては、継続的に議論されている。本研究は、中国人男性におけるアルコール摂取と心血管疾患

および全死因死亡率との因果関係について調査することを目的とした。 

方法： 中国 PARプロジェクトの 3つの前向きコホート対象者である中国人男性 40,386人のうち、

血液サンプルがあり ALDH2-rs671の遺伝子型が特定された 17,676人を本研究の対象とし、rs671

を操作変数に使用したメンデルランダム化（MR）解析を行った。ベースラインのアルコール摂取情

報はインタビューで収集し、過去 1年間の週 1回以上の飲酒の有無で飲酒者、非飲酒者に分類した。

飲酒者にはさらに飲酒頻度、飲料の種類、アルコール摂取量について尋ね、軽度（≦25g/日）、中等

度（25g～≦60g/日）、重度（＞60g/日）に分類した。追跡期間中の CVD発症と死亡は、対象者（あ

るいは代理人）へのインタビューおよび病院記録や死亡診断書から評価した。非飲酒者を基準とし、

CVDと全死亡リスクのハザード比（HR）と 95%信頼区間（CI）の推定に、Cox回帰モデルを用い

た。さらにアルコール摂取量を連続変数とし、軽度～中等度のアルコール摂取と CVD リスクとの

関連を確認するため、大量飲酒（＞60g/日）を除外した上で、MR解析を行った。 

結果： 303,353人年の追跡期間中に、2,406人の CVD発症と 3,195人の全死因死亡が確認された。

アルコール摂取と CVD 発症および全死因死亡との間に J 字型の相関が認められ、軽度、中等度で

はリスクが低下した。MR解析の結果、遺伝的に予測されるアルコール摂取と CAD・脳卒中を含む

CVD発症との関連に線形相関を認めた。HR（95％CI）は、アルコール摂取量 12.5g/日の増加によ

り全死因死亡 1.20（1.03-1.40）、CVD発症 1.27（1.05-1.53）、CAD発症 1.46（1.01-2.11）、脳卒中

1.33（1.02-1.74）で有意に増加した。 

結論： アルコール摂取量が多いほど、全死亡および CADや脳卒中を含む CVD 死亡リスクが高ま

ることが明らかとなり、男性の軽度～中等度飲酒者においても、アルコール摂取量を減らすことが

健康に良いことが強調された。 

   

 


